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学校と地域の
課題

学校支援ボ
ランティア
の確保・育
成

地域の人口減少や高齢化に
より、地域学校協働活動に参
画する地域人材等が年々減
少しており、地域学校協働活
動の継続が難しい状況になり
つつある。

・社会教育委員会議等において、地域
学校協働活動における地域人材を確保
するための議論を行った。
・子どもたちの体験学習の場を設けたい
という地域住民の意見を元に教室の新
設を検討した。

社会教育委員会議等の議論を
受け、本村のホームページにて
地域学校協働活動に参画して
いただける地域人材を募集す
る。また、県のCSアドバイザー
の派遣を要請し、学校と地域の
連携・協働の必要性について、
地域人材の理解を深め、地域
学校協働活動に繋げる。

地域学校協働活動
に参画する地域人
材が増え、地域学
校協働活動が継続
できる体制を整って
いく。

地域学校協働
活動に参画す
る１ヶ月あたり
の地域住民の
数

15 人 20 17 2

地域学校協働活動に
参画してくださる人材を
見つけることが難しい。
人口減少や高齢化社
会で働き盛りの人材に
役職が集中している
中、人材探しが難航し
てきている状況。
高齢者でもできるかか
わり方を模索して行く必

アウトカムの達成度に関す
る評価・分析

（事業における成果、課
題、改善点等）

●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式


